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平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
賛
否
討
論

無
電
柱
化
事
業
に
お
け
る

国
及
び
都
補
助
金
の
見
込
み
は

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
平
成
27
年
度
は
市
制
施
行
60
年
が

経
過
し
、
再
び
最
初
に
戻
る
原
点
の

年
と
位
置
付
け
ら
れ
、
福
祉
や
子
ど

も
施
策
な
ど
変
わ
り
つ
つ
あ
る
国
の

政
策
や
教
育
の
課
題
に
向
け
た
市
の

対
応
が
注
目
さ
れ
た
予
算
で
あ
っ
た
。

　
地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ
い
て
、

消
費
税
の
引
き
上
げ
分
は
社
会
保
障

の
た
め
の
財
源
と
さ
れ
て
い
る
が
、

充
当
先
に
係
る
詳
し
い
説
明
は
な
い
。

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
体
制
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
示
さ
れ
た
が
、
具
体
化
を
進

め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
計
画

を
撤
回
し
、
教
育
や
防
災
の
観
点
か

ら
複
数
の
施
設
整
備
を
求
め
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
反

対
す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
団

　
平
成
27
年
度
予
算
で
は
、
地
方
消

費
税
交
付
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
続

い
て
い
た
財
源
不
足
が
解
消
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
財
源

不
足
を
前
提
と
し
て
策
定
さ
れ
た
市

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
負
担
を
増
と
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
見
直
し
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
証
明
書
等
の
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
市
民
生
活
の
状
況
を
勘
案

す
れ
ば
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
基
金

の
積
立
て
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

削
減
さ
れ
て
い
る
た
め
、
段
階
的
な

計
画
に
見
直
す
よ
う
求
め
る
。

　
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
制
度
の

改
悪
等
で
生
活
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

市
民
生
活
を
支
え
る
予
算
と
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
平
成
27
年
度
予
算
は
、
市
民
税
や

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
な
ど
に
よ

り
27
億
円
の
増
収
を
見
込
む
一
方
、

社
会
保
障
関
係
費
を
初
め
と
し
た
歳

出
の
増
加
に
よ
り
28
億
円
も
の
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
状
況
で
、

過
去
最
大
の
予
算
と
な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
新
た
に
前
立
腺

が
ん
検
診
事
業
や
副
校
長
等
校
務
改

善
支
援
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す

る
支
援
を
拡
充
す
る
な
ど
、「
や
す
ら

ぎ
」「
つ
な
が
り
」「
か
が
や
き
」
を
柱

と
し
て
、
未
来
を
見
据
え
た
施
策
を

展
開
す
る
予
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

　
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
中
で
、

府
中
市
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
と
し
て
繁
栄
す
る
こ
と
を

今
後
も
願
い
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　
平
成
27
年
度
予
算
は
、
政
策
会
議

で
選
択
さ
れ
た
施
策
に
予
算
の
重
点

配
分
を
行
う
ほ
か
、
選
択
と
集
中
の

考
え
を
重
視
す
る
な
ど
、
き
め
細
や

か
な
予
算
編
成
が
行
わ
れ
た
も
の
と

考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

民
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
各
施
策
の
展

開
に
期
待
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
型
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
新
給
食
セ
ン
タ
ー
と
新
庁
舎

の
建
設
促
進
や
府
中
駅
南
口
再
開
発

事
業
に
お
け
る
組
合
と
の
連
携
強
化

な
ど
に
つ
い
て
も
確
実
に
遂
行
し
て

い
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
各
施
策
を
積
極
的
に
展
開

す
る
と
と
も
に
、
健
全
で
持
続
可
能

な
財
政
運
営
の
礎
を
築
く
予
算
で
あ

る
と
確
信
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

　▲府中駅周辺市街地

（
２
・
３
ペ
ー
ジ
）

平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
　
防
災
・
減
災
事
業
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
税

制
改
正
に
よ
っ
て
平
成
26
年

度
か
ら
35
年
度
ま
で
の
10
年

間
、
個
人
市
民
税
の
均
等
割

が
５
０
０
円
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
引
き
上
げ
に
伴

う
27
年
度
の
増
収
見
込
み
額

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
事
業

に
充
当
し
て
い
る
の
か
。

市
民
税
課
長
補
佐
　
増
収
見
込
み
額
に
つ
い

て
は
、
納
税
義
務
者
数
を
12
万
６
９
９
４
人

と
見
込
ん
で
お
り
、
６
３
４
９
万
７
０
０
０

円
と
想
定
し
て
い
る
。

財
政
課
長
　
充
当
事
業
に
つ
い
て
は
、
23
年

度
か
ら
26
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
小
中
学
校

耐
震
化
事
業
な
ど
の
起
債
の
元
利
償
還
金
の

ほ
か
、
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
、
防
災
・
減
災

の
新
規
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
に
充
当

し
て
い
る
。

委
員
　
副
校
長
等

校
務
改
善
支
援
事

業
は
、
多
忙
な
副

校
長
や
教
員
の
事

務
負
担
を
軽
減
し
、

教
員
が
子
ど
も
に

向
き
合
う
時
間
等

の
確
保
を
目
的
と

し
て
い
る
。
臨
時

職
員
が
事
務
補
助

を
行
う
と
い
う
こ
と
で
個
人
情
報

を
扱
う
こ
と
も
多
く
な
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
方
を
人
選
し
て

い
る
の
か
。

指
導
室
長
補
佐
　
基
本
的
に
は
元

教
員
の
方
や
様
々
な
場
面
で
既
に

学
校
と
関
わ
っ
て
い
る
方
を
中
心

に
人
選
を
行
っ
て
い
る
。
臨
時
職

員
で
あ
っ
て
も
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
る
た
め
、
事
前
に
各
学
校
で

十
分
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

　
事
務
範
囲
に
つ
い
て
も
校
長
会

等
と
相
談
し
、
各
校
に
お
い
て
で

き
る
範
囲
の
業
務
を
行
っ
て
も
ら

う
形
で
考
え
て
い
る
。

委
員
　
市
民
提
案
型
協
働
事
業
の

内
容
は
。

　
ま
た
、
提
案
事
業
の
実
施
期
間

を
単
年
度
と
し
て
い
る
理
由
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

市
民
協
働
推
進
担
当
副
主
幹
　
市

民
提
案
型
協
働
事
業
は
、
地
域
課

題
の
効
果
的
な
解
決
に
向
け
て
、

市
民
が
市
と
の
協
働
事
業
を
提
案

す
る
も
の
で
、
市
は
上
限
を
50
万

円
と
し
て
経
費
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額
を
補
助
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
実
施
期
間
に
つ
い
て
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題

を
把
握
し
た
い
と
考
え
、
単
年
度

と
し
て
い
る
が
、
現
在
は
モ
デ
ル

事
業
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
本
格

実
施
に
向
け
て
利
用
し
や
す
い
事

業
と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員
　
電
線
共
同
溝
設
計
委
託
に
お
け
る
区

市
町
村
無
電
柱
化
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、

国
や
都
の
補
助
率
は
。

　
ま
た
、
今
後
、
工
事
等
を
進
め
て
行
く
上

で
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
と
思
わ
れ
る
が
、

国
や
都
か
ら
の
整
備
に
対
す
る
補
助
金
は
ど

の
程
度
見
込
め
る
の
か
。

土
木
課
長
補
佐
　
設
計
に
お
け
る
同
補
助
金

の
補
助
率
に
つ
い
て
は
、
国
が
55
％
、
都
が

45
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
整
備
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
い
、
地
中
化
す
べ

き
路
線
と
し
て
選
定
さ
れ
た
朝
日
町
通
り
の

ほ
か
３
路
線
の
総
事
業
費
を
約
８
億
円
と
試

算
し
て
い
る
が
、
既
存
路
線
等
の
影
響
範
囲

を
考
慮
し
て
も
総
事
業
費
の
70
％
か
ら
80
％

程
度
は
見
込
め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

委
員
　
市
で
は
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取

組
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
に

進
め
て
い
く
理
由
は
。

計
画
課
長
　
中
心
市
街
地
に
係
る

個
々
の
事
業
や
歴
史
的
資
源
等
を

ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
、
戦

略
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る

た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
、
平
成

27
年
度
に
着
手
し
、
28
年
度
に
国

の
認
定
を
取
得
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
背
景
と
し
て
、
現
在
、
小
金
井

市
、
国
分
寺
市
、
立
川
市
で
市
街

地
再
開
発
事
業
が
進
ん
で
い
る
こ

と
や
32
年
ま
で
に
市
内
東
部
で
大

委
員
　
教
育
セ
ン

タ
ー
に
相
談
員
と

し
て
配
置
す
る
言

語
聴
覚
士
に
つ
い

て
、
市
内
の
通
級

学
級
へ
派
遣
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
業
務

を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　
ま
た
、
他
市
の
状
況
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

指
導
室
副
主
幹
　
業
務
想
定
に
つ

い
て
は
、
週
３
日
の
う
ち
１
日
は

教
育
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
発
達

障
害
な
ど
で
悩
む
保
護
者
の
相
談

対
応
を
行
う
。
残
り
の
２
日
は
第

一
小
学
校
と
住
吉
小
学
校
で
通
級

学
級
に
通
う
子
ど
も
に
対
す
る
言

語
訓
練
や
教
室
の
運
営
に
当
た
る

教
員
の
指
導
、
助
言
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

　
ま
た
、
他
市
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
東
村
山
市
、
国
分
寺
市
な
ど

５
市
が
既
に
配
置
し
て
い
る
。

規
模
商
業
施
設
が
供
用
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
府
中

駅
周
辺
に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
動
き
な
ど
に
即
応
す
る

た
め
、
同
計
画
の
策
定
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

個人市民税の税制改正による

増 収 見 込 み 額 は

副校長等校務改善支援事業

臨 時 職 員 の 人 選 は

相談員として配置する

言語聴覚士の業務内容は

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

策
定
に
向
け
た
取
組
理
由
は

市
民
提
案
型
協
働
事
業
の
提
案
事
業

期
間
を
単
年
度
と
す
る
理
由
は


